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和歌山下津港
港湾脱炭素化推進計画作成に向けた検討内容

1

検討項目 検討内容

１. 基本方針 １．基本方針 官民の連携による脱炭素化の促進に資する港湾の効果的な利用の推進に関する基本的な方針
1-1. 和歌山下津港の概要
1-2. 港湾脱炭素化推進計画の対象範囲
1-3. 官民の連携による脱炭素化の促進に資する港湾の効果的な利用の推進に係る取組方針

２. 本計画の目標 ２．港湾脱炭素化推進計画の目標
2-1. 港湾脱炭素化推進計画の目標
2-2. 温室効果ガスの排出量の推計
2-3. 温室効果ガスの吸収量の推計
2-4. 温室効果ガスの排出量の削減目標の検討

  2-5. 水素・アンモニア等の需要推計及び供給目標の検討

３. 促進事業 ３．港湾脱炭素化促進事業及びその実施主体
3-1. 温室効果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全及び強化に関する事業
3-2. 港湾・臨海部の脱炭素化に貢献する事業
3-3. 港湾法第 50 条の２第３項に掲げる事項

４. 達成状況
     の評価

４．計画の達成状況の評価に関する事項
4-1. 計画の達成状況の評価等の実施体制
4-2. 計画の達成状況の評価の手法

５. 計画期間 ５．計画期間

６. その他
     必要事項

６．計画の実施に関し港湾管理者が必要と認める事項
 6-1. 港湾における脱炭素化の促進に資する将来の構想
 6-2. 脱炭素化推進地区制度の活用等を見据えた土地利用の方向性
6-3. 港湾及び産業の競争力強化に資する脱炭素化に関連する取組
6-4. 水素・アンモニア等のサプライチェーンの強靱化に関する計画
6-5. ロードマップ

:今回協議事項計画の詳細

(第2回以降も協議)

(第2回以降も協議)

(第2回以降も協議)

(第2回以降も協議)

(第2回以降も協議)



１．基本方針 2

⚫ 和歌山下津港は、紀伊水道の北側、大阪湾の湾口（ゲートウェイ）に位置し、大阪湾を取り巻く経済圏を支える
一翼を担っている。

⚫ 和歌山市・海南市・有田市の広い範囲にまたがる港湾で、鉄鋼業、石油精製業、化学工業、産業機械等の多数
の企業が臨海部に立地し、これらの企業の原材料や製品の物流の拠点となっている。

⚫ 四国東部とも近距離にあり、徳島小松島港とのフェリー航路を有しているなど、四国との関係も深い。
⚫ 県内の港湾取扱貨物量において、和歌山下津港は約94％を占めており、和歌山県内の海上物流の一大拠点と

なっている。
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※出典：「地理院地図」に追記して作成

1-1.和歌山下津港の概要

※出典：「地理院地図」に追記して作成



42,050
40,629

36,587
37,921

36,387 35,453 35,470

28,239 28,152 28,714 25,442

19,016

13,029
12,559 11,917 11,565

12,035
11,684

11,432
10,278 9,840

11,590

11,432

7,967

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

(隻)（千トン)

(年)

輸出 輸入 移出 移入 入港船舶数

鋼材

73.8%

砂利・砂

13.7%

その他の石油

10.4%

非金属鉱物

0.7%

紙・パルプ

0.5%

その他

0.9%

2024年

海上輸出貨物量

731,567トン

鉄鉱石

53.0%
石炭

36.5%

その他の石油

3.9%

原塩

1.9%

非金属鉱物

1.4%

その他

3.2%

2024年

海上輸入貨物量

6,724,620トン

鋼材

33.6%

セメント

18.7%

その他の石油

18.6%

コークス

11.2%

砂利・砂

4.0%

その他

13.8%

2024年

海上移出貨物量

3,629,385トン

ＬＰＧ（液化石油ガス）

33.6%

石灰石

12.8%その他の石油

11.5%

セメント

10.2%

その他石油製品

8.0%

その他

24.0%

2024年

海上移入貨物量

5,372,637トン

１．基本方針 3

⚫ 取扱貨物量は減少傾向にあり、2024年では合計19,016千トンである。
⚫ 品目別では、輸出は鋼材、輸入は鉄鉱石や石炭、移出は鋼材・セメント、移入はLPGや石灰石が中心となっている。
⚫ 入港船舶数についても減少傾向にあり、2024年は7,967隻である。

1-1.和歌山下津港の概要（取扱貨物量と入港船舶数）



１．基本方針 4

⚫ 和歌山下津港の港湾区域及び臨港地区内に立地し、港湾を利用している企業等で脱炭素化に取り組む企業
等を対象

⚫ 臨港地区外であっても和歌山下津港を利用し、脱炭素の取組に賛同を得られた企業も対象

1-2.対象範囲

出典：「港湾脱炭素化推進計画」作成マニュアル（国土交通省、2023年）

区分 取組の対象（排出源）

①ターミナル内
• 港湾荷役機械
• 管理棟、照明施設 等

②ターミナルを
出入りする船舶・車両

• 停泊中の船舶
• ターミナルを出入りするトラック 等

③ターミナル外
• 発電所・工場等での活動
• 事務所での活動

対象範囲例（和歌山港区）

※出典：「地理院地図」に追記して作成

対象範囲凡例
■：ターミナル内
■：ターミナル外

取組の対象範囲イメージ図



１．基本方針 5

1-3．官民の連携による脱炭素化の促進に資する港湾の効果的な利用の推進に係る取組方針

①温室効果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全及び強化に関する取組事例

ターミナル内 再生可能エネルギー由来電力等の導入
管理棟における太陽光発電導入（自家使用）
荷役機械の低・脱炭素化（ハイブリッド化、電動化、水素燃料化等）
照明施設の LED化
その他ターミナル内の省エネ対策

出入りする
船舶・車両

車両の低・脱炭素化（ハイブリッド化、電動化、水素燃料化等）
船舶への陸上電力供給
船舶の低・脱炭素化（水素・アンモニア燃料への転換等）

ターミナル外 再生可能エネルギー由来電力等の導入
事業所等における太陽光発電の導入（自家使用）
事業所等における照明のLED化などの省エネルギー化
ブルーインフラの保全・創出（ブルーカーボン生態系の活用）
港湾緑地の保全・創出
臨海部立地産業の低・脱炭素化の取組（工場等での水素・アンモニア燃料への転換等）
CCUS技術の導入（CO2の回収、利用、貯留）

⚫ 和歌山下津港において、2050年カーボンニュートラルを目指すため、①温室効果ガスの排出量の削減並びに
吸収作用の保全及び強化に関する取組 や ②港湾臨海部の脱炭素化に貢献する取組 を検討する。

電動フォークリフト

ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙにおけるLED照明の導入事例（名古屋港鍋田ふ頭） 公共上屋における太陽光発電の導入事例（横浜港）

出典：港湾脱炭素化推進計画 参考資料①
「CNPの形成に資する技術・取組に関する事例集」

FCトラック



１．基本方針 6

②港湾・臨海部の脱炭素化に貢献する取組事例

水素・アンモニア等
の受入・供給等に
関するもの

水素・アンモニア等の大量・安定・安価な受入れのための岸壁、貯蔵タンク等の整備

その他の脱炭素化
に貢献するもの

陸上電力供給設備の整備
港湾緑地やブルーインフラの整備
CCUS技術導入のための設備整備
洋上風力発電導入のためのインフラ整備

陸上電力供給イメージ

出典：「平成18年度 国土交通白書」
        （国土交通省）

ブルーインフラの整備

出典：「ブルーインフラの取組」（国土交通省）

藻場

干潟

洋上風力発電
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２．計画の目標 7

⚫ 2013年度から2023年度にかけて、港湾全体の温室効果ガス排出量は約1,180万t-CO₂から約660万t-CO₂へ
と44％減少している。

⚫ 各区分の構成比をみると、ターミナル外での排出が全体の99％と大部分を占めている。

2-2. 温室効果ガスの排出量の推計

50％減少

区分
CO2排出量（万t-CO2） 基準年度比増減率

2013年度 2023年度

ターミナル内 0.2 0.1 約50％減少

ターミナルを出入りする船舶・車両 3.8 4.6 約21%増加

ターミナル外 1,176.0 655.3 約44%削減

合計 1,180.0 660.0 約44%削減

和歌山下津港の温室効果ガス排出量

21％増加 44％減少

非公表
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２．計画の目標 8

⚫ 今後、港湾管理者やターミナル外の事業者による省エネ、再エネ、エネルギー転換等の取組が継続・深化することを
前提として、第6次和歌山県環境基本計画の段階的な削減目標に合わせ、2030年度(46％)、2040年度
(73％)、2050年度(100％)の削減目標とする。

2-1. 港湾脱炭素化推進計画の目標

計画期間 2050年度まで

基準年度 2013年度 （温室効果ガスの排出量 約1,180万t-CO2）

目標年度
短期目標 参考 中期目標 長期目標
2030年度 2035年度（参考） 2040年度 2050年度

温室効果ガス排出量
の削減目標

637.2万t-CO2

2013年度比▲46％
472.0万t-CO2

2013年度比▲60％
318.6万t-CO2

2013年度比▲73％
0t-CO2

カーボンニュートラル

現在基準年度 短期目標 中期目標 長期目標

非公表



３．促進事業 9

⚫港湾脱炭素化推進計画の目標を達成するために現在実施している、または実施を予定している温室
効果ガスの排出量削減等に関する取組

⚫第２回協議会に向け、関係構成員にヒアリング調査を行い、実施主体、整備時期、事業の効果等を
整理する。

港湾脱炭素化促進事業

3-1. 温室効果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全及び強化に関する事業（検討イメージ）

区分 施設の名称（事業名） 位置
実施主体

（※企業名を記載）
実施期間

事業の効果
（CO2削減量）

ターミナル内

港湾荷役機械
荷役機械の電動化・ハイブリッド化

（ガントリークレーン、フォークリフト等）
各対象港区記載 港湾管理者・港湾運送事業者※ 短期・中期 ●トン/年

管理棟
上屋

照明施設

再生可能エネルギー由来電力の調達 各対象港区記載 港湾管理者・港湾運送事業者※ 短期・中期 ●トン/年

管理施設への太陽光発電導入 各対象港区記載 港湾管理者・港湾運送事業者※ 短期・中期 ●トン/年

照明施設のLED化 各対象港区記載 港湾管理者・港湾運送事業者※ 短期・中期 ●トン/年

ターミナルを
出入りする
船舶・車両

船舶 船舶への陸上電力供給 各対象港区記載 港湾管理者・港湾運送事業者※ 中期・長期 ●トン/年

車両 車両の電動化・低排出車両導入 各対象港区記載 港湾管理者・事業者※ 短期・中期 ●トン/年

ターミナル外 事業所

照明施設のLED化 各対象港区記載 港湾管理者・事業者※ 短期・中期 ●トン/年

空調等の省エネルギー化 各対象港区記載 港湾管理者・事業者※ 短期・中期 ●トン/年

再生可能エネルギー由来電力の調達 各対象港区記載 港湾管理者・事業者※ 短期・中期 ●トン/年

太陽光発電の導入（屋根、未利用地） 各対象港区記載 港湾管理者・事業者※ 短期・中期 ●トン/年

製造工程の省エネルギー化 各対象港区記載 事業者※ 短期・中期・長期 ●トン/年

短期（～2030年度）中期（～2040年度）長期（～2050年度）

３．港湾脱炭素化促進事業及びその実施主体

3-2. 港湾・臨海部の脱炭素化に貢献する事業（検討イメージ）
区分 施設の名称（事業名） 位置

実施主体
（※企業名を記載）

実施期間
事業の効果

（CO2削減量）

ターミナル内 岸壁等 陸上電力供給施設の整備 各対象港区記載 港湾管理者、事業者※ 中期 ●トン/年

ターミナル外
緑地 緑地の創出 各対象港区記載 事業者※ 短期 ●トン/年

港湾区域 ブルーインフラ（藻場）の創出 各対象港区記載 港湾管理者、事業者※ 長期 ●トン/年



６．その他必要事項 10

⚫ 港湾脱炭素化促進事業として記載するほどの熟度はないものの、今後、中長期的に取り組むことが
想定される取組

⚫ 第２回協議会に向け、関係構成員にヒアリング調査を行い、位置と実施主体（企業名が特定され
ない記載方法）等を整理する。

将来構想

6-1. 港湾における脱炭素化の促進に資する将来の構想

短期（～2030年度）中期（～2040年度）長期（～2050年度）

① 温室効果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全及び強化に関する事業（検討イメージ）

②港湾・臨海部の脱炭素化に貢献する事業（検討イメージ）

区分 施設の名称（事業名） 位置 実施主体 実施期間

全区分 水素・アンモニア燃料エネルギー等の利用拡大 各対象港区記載 港湾管理者・事業者 長期

ターミナル外
港湾緑地・ブルーインフラ（藻場）の整備 各対象港区記載 港湾管理者・事業者 長期

CCUS技術の導入 各対象港区記載 事業者 長期

区分 施設の名称（事業名） 位置 実施主体 実施期間

全区分 脱炭素燃料（水素・アンモニア等）受入施設の整備 各対象港区記載 港湾管理者・事業者 長期

ターミナル外 CCUS技術導入のための設備整備 各対象港区記載 港湾管理者・事業者 長期

ターミナル内 洋上風力発電導入のためのインフラ整備 各対象港区記載 港湾管理者・事業者 長期



和歌山下津港
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2026年 2027年

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

第
１
回
協
議
会

第
２
回
協
議
会

第
３
回
協
議
会

計
画
公
表
（
予
定
）

スケジュール

ヒアリング

国との調整

追加ヒアリング

回 第１回 第２回 第３回

時期 11月5日 １月中旬（予定） ３月中旬（予定）

協議
事項

・協議会の設置
・港湾脱炭素化推進計画作成に向けた
検討内容

・港湾脱炭素化推進計画（素案） ・港湾脱炭素化推進計画
（最終案）

●検討内容及び方向性
●取組方針、目標
●対象範囲
●温室効果ガス排出量の推計
●促進事業等の概要
（県の取組、各企業等の取組）

●計画（素案）の確認
●取組方針、目標の設定
●温室効果ガス排出量の推計結果
●促進事業等の整理
（ヒアリング結果のとりまとめ）
●水素・アンモニア等の
ポテンシャル・供給量の見通し
●達成状況の評価方法

など

●計画（最終案）の確認
●ロードマップ

など

国との調整

ヒアリング調査
・促進事業
・将来構想 など

追加ヒアリング調査
・第２回協議会を受けて
追加でヒアリングが必要となった事項
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